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は　じめに

扁桃痛巣感染症の成立機序に関しては,すでに多

くの研究者が興味を抱き,幾多の検索ならびに実験

的研究がなされて来ているが1ト5),末だ不明の点

も多く,その全貌を見るに至っていない。

そこで著者らは,この扁桃病巣感染症の成立機序

について検討する目的で,病巣性扁桃炎ならびにそ

の他の炎症性扁桃疾患における扁桃組織中ならびに

それら患者の扁桃摘出術前.術後の血栄中の遊離必

須アミノ酸7種(Isoleucine, Leucine, Lysine,

Methionine, Phenylalalanine, Threonine, Vaト

ine)を分析測定し,各種扁桃病巣感染性疾患によ

る分析,扁桃誘発テスト成績との関連性,扁桃摘出

効果による分析などについて,それぞれ検討を行っ

たので報宮する。

扁桃組織内の遊離アミノ酸については, 1931年以

来Griebelォ,三宅7) , Crifoら8> , Celestinoら?)

Wilke　　浜谷ら'サ,土居ら12),形浦ら13),榎本ら

ll),著者ら15ト19)の検索があるが,扁桃扁巣感染症

を中心に詳細に検討した報宮は未だ見当らない。

実験材料

実験材料はFig. 1に示すごとく,昭和50年4月

よ一川那ロ51年7月までに,琉球大学保健学部附属病

院耳鼻咽喉科にて扁桃病巣感染症を疑われ,口蓋扁

桃摘出術を受けた急性腎炎1例,慢性腎炎8例,微熱

2例,赤沈元進症1例,リウマチ様関節炎1例,掌

蛇膿穂症3例の計16例で,これら患者の摘出扁桃な

らびに術前および術後4週間後共に早期空腹時に採
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取し得た血紫について以下の検索を行った。

また対照として,同期間中に扁桃摘出術を受けた

他の炎症性扁桃症息70例についても,同様にして以

下の検索を行った。

実験方法

実験方法は,摘出扁桃を可及的速かに秤量細断し,

9倍容の0.5%ピクリン酸溶液にて除蛋白しながら,

teflon homogemzerにてhomogenate L,上清

液を樹脂　Dowex Cl. 1x8, 200-400mesh　に

通し, evaporator　にて濃縮, pH-2.2　のクエン

酸緩衝液を加え, Fig. 2　のごとく,全自動アミノ

酸分析器JLC-6AHにて,必須アミノ酸7種,す

なわちIsoleucine (以下He.と略す　　Leucine

(Leu. ), Lysine (Lys. ), Methionine (Met. ),

Phenylalanine (Pheつ, Threonine (Thr. ),

Valine (Valつ　を分析測定した。

また血費については,早期空腹時に採血し,ただ

ちに血兼分社後, 4倍客の0.5%ピクリン酸溶液に

て除蛋白し,その上清について,上記と同様に必須

アミノ酸7種を分析測定した。

実験成績ならびに考接

I.各扁桃病巣感染性疾患における肩桃組織中なら

びに血華中遊離必須アミノ酸分画の変動につい

て

まず,各扁桃病巣感染性疾患,すなわち急性腎炎

1例,慢性腎炎8例,微熱2例,赤沈元進症1例,

I)ユウマチ様関節炎1例,掌脆膿病症3例を一括し,
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Fig. 1 Cases of tonsillogenic focal diseases
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1 .  Y .  T . 6 ^ A c u t e  N e p h r i t is ( + ) 1 9 ( + + )

2 .  T .  H . 9 ｣ C h r o n i c  N e p h r it is ( + )

( ｱ )

( + )

6 ( + + )

3 .  C .  Y . 1 1 * C h r o n i c  N e p h r it is 7 ( - )

4 .  H .  S . 1 9 ｣ C h r o n i c  N e p h r it is 6 ( - )

( + + )

5 .  M .  H . 1 9 $ C h r o n i c  N e p h r it is 1 3

6 .  E .  T . 2 4 ｣ A c c e l e r a t e d  B l o o d  S e d im e n t a t io n  R a t e 6

7 .  C .  U . 2 6 ｣ C h r o n i c  N e p h r it i s ( + ) 5 ( + )

8 .  H .  M . 2 6 ｣ C h r o n i c  N e p h r it is ( + ) 1 4 ( + )

9 .  S .  M . 2 9 $ S l ig h t  f e v e r ｱ ) 6 ( + + )

1 0 .  T .  K . 3 2 $ C h r o n i c  N e p h r it is + ) 8 ( + )

l l .  K .  A . 3 4  3 - C h r o n i c  N e p h r it is ( + ) 1 3 ( + )

1 2 .  Y .  U . 4 1 * S l ig h t  f e v e r ( + ) 1 7 ( + + )

1 3 .  S .  T . 4 2 * R h e u m a t o i d  A rt h r i t is ( + ) 1 6 ( + )

1 4 .  E .  Y . 4 7 $ P u s t u l o s i s  p a lm a r i s  e t  p l a n t a r i s ( ｱ ) 1 3 ( + )

1 5 .  T .  U . 5 2 $ P u s t u l o s i s  p a l m a r i s

e t  p l a n t a r i s

( ｱ : 1 7 ( + )

1 6 .  H .  E . 5 9 ^ P u s t u l o s i s  p a l m a ri s  e t  p l a n t a r i s ｱ ) 1 8 ( - )

Fig. 2. Analysing method of individual

amino acids

Analyser: JLC-6AH Automatic ion exchange
column chromatographic
analyser

LCR-2, two column method

Citrate buffer, ph 5.28 for basic
and 8.25 and 4.25 for neutral
and acidic amino acids.

Analysing time: 6 hours

Temperature: 52°C

扁桃誘発テスト成績ならびに扁桃摘出後経過を併記

したのがFig. 1であり,それらにおける扁桃組織

中遊敵必須アミノ酸分画をそれぞれの平均値で示し

たのがTablel　で,同様にして検索した一般炎症

性扁桃疾患70例におけるそれらを併記して示した。

そこで,この一般炎症性扁桃疾患70例における扁

桃組織中遊牡必須アミノ酸分画のそれぞれの平均値

を規準にして,各扁桃病巣感染性疾患のそれらを検

討してみると,急性腎炎ではPhe.が明らかな高

値を示し,さらに　Leu.と　Met.が多く, Lys.ち

や,多く認められ,必須アルミノ7位の総和でもや

や多く,慢性腎炎では必須アミノ酸7種の全てが低

値を示し,その総和でも低値を示し,微熱ではLys.

とPhe.が高値を示し, Leu.と　Val.がや,多く,

Met.と　Thr.はや,少なく,その総和ではや,多
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い傾向を示し,赤沈元進症では必須アミノ酸7種の

全てが低値を示し,とくにHe. , Leu. , Lys. ,

Val.が著明な低値を示し,その総和で著明な低値

を示し, I)ユウマチ様関節炎ではHe. , Lys. ,

Met., Thr.が多く, Leu.と　Phe.もや、多く,

その総和でも高値を示し,筆紙膿痛症ではMet.が

高値を示し, Lys.とPhe.もや,多いが,その総

和では大きな変動を示さなかった。

そして,上記扁桃病巣感染性疾患の総計の平均値

を検討してみると, Met.が低値を示し, He‥ Leu.,

Thr., Val.がや,少なく,その総和ではやや低値

を示していた。

なお,扁桃組織中遊離必須アミノ酸7種のうち,

各扁桃病巣感染性疾患で共通に変動するアミノ酸は

認められなかった。

つぎに,前記各扁桃病巣感染性疾患患者の術前・

術後血嚢中遊敢必須アミノ酸分画をそれぞれその平

均値で示したのがTable 2で,やはり同様にして

検索した一般炎症性扁桃疾患患者50例のそれらを併

記して示した。

.そこで,まず術前血兼について,この50例の一般

炎症性扁桃疾患患者の血渠中遊離必須アミノ酸分画

を規準にして検討してみると,慢性腎炎(6例)で

は必須アミノ酸7種が全て低値を示し,とくにHe.

Leu., Val.が著しく少なく,必須アミノ酸7種

の総和でも著明な低値を示し,微熱( 2例)ではMet.

以外の他6種の必須アミノ酸が多く,とくにHe. ,

Leu. , Lys. , Phe. , Val.が著明に多くなって

おり,その総和でも著明な高値を示し,赤沈克進症

(1例)では必須アミノ酸7種の全てが低値を示し,

とくにHe., Leu., Lys. , Phe., Val.が著し

く少なく,その総和で著明な低値を示し,リュウマ

チ様関節炎(1例)では低値を示すもの多く, Lys.

を除く他6種が低値を示し,とくにLeu.と　Phe.

が著しく少なく,その総和でも低値を示し,掌航膿

病症(3例)では高値を示すもの多く, Val.が著

しく多く, He.とLys.が高値を示し, Phe.か

や,多くなっており,その総和でも高値を示してい
f-

そして,扁桃病巣感染性疾患全症例の平均値を検

討してみると, Met.とThr.かや,多くなってい

るのみで,全体として大きな変動はなく,その総和

でも大差を示さなかった。

なお,術前血兼中遊離必須アミノ酸7種のうち,

各扁桃病巣感染性疾患で共通に変動するアミノ酸は
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認められなかった。

また,術前・術後の血韓の比較では,慢性腎炎で

術前著明な低値を示していたのが,術後さらに減少

する傾向を示し, Leu.とMet.の著明な減少を,

lie. , Phe. , Val.の軽度減少を認め,必須アミ

ノ酸7種の総和ではや、減少傾向を示し,微熱では

術前著明な高値を示していたのが,術後必須アミノ

酸7種の全てが減少し,とくにMet.　を除く他6

種の減少が著明で,その総和でも著鞠な減少を示し,

赤沈元進症では術前著明な低値を示していたのが,

術後Lys.の著明な増加, He.の増加, Phe.の軽

度増加, Thr.の軽度減少を認め,その総和では増

加しており,リュウマチ様関節炎では術前低値を示

していたのが,術後Lys.とMet.の増加とPhe.の軽度増

加を認め,その総和ではや、増加傾向を示し,草根

膿病症では術前全体として高値を示していたのが,

術後He.の著明な減少, Met.と　Phe.の減少,

Val.の軽度減少を認め,その総和では僅か減少傾

向を示していた。

そして,これら扁桃痛巣感染性疾患全症例の平均

値についてみると,術前著変を認めなかったが,術

後He., Leu., Met.の減少,さらにPhe.と

Val.の軽度減少を認め,その総和ではや,減少傾

向を示していた。

以上の検討成績をまとめてみると,扁桃組織中の

遊離必須アミノ酸は7種全てが,疾患により,高値を

示す時も,また低値を示す時も,概して一定の傾向

を示すことが多く,赤沈克進症および慢性腎炎で必

須アミノ酸の全てが低値を示し,とくに赤沈元進症

で著明であり,逆にリュウマチ様関節炎では高値を

示し,急性腎炎,微熱ではや、高値を示し,掌既膿

病症では大きな変動を認めず,これら扁桃病巣感染

憧疾患全体としては,や、低値を示す傾向にあった。

しかし,慢性腎炎以外は全て少数例での検討である

ので,さらに症例を重ね検索する必要があろう。

術前血柴中遊離必須アミノ酸についても,疾患に

よ・), 7種が概して一定の方向を示すことが多く,

赤沈克進症,慢性腎炎で必須アミノ酸7種が全て著

明な低値を示し,リュウマチ様関節炎で低値を,ま

た微熱では著明な高値を,そして掌捉膿病症では高

値を示し,これら疾患全体としては,特定の傾向を

示さなかった。

そして,扁桃組織中の遊離必須アミノ酸と術前血

集中のそれらとの関連性を検討してみると,必須ア

ミノ酸7種が概して一定の方向に動いていることが
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推察され,赤沈元進症および慢性腎炎では扁桃組織

中においても術前血兼中においても共に低値を示し,

微熱では血集中で著明な,そして扁桃組織中で軽度

?,共に高値を示し,ほぼ平行した変動を示すのに

反し,リュウマチ様関節炎では血栄中で低値,扁桃

組織中で高値とパラドックスな動きを示し,掌距膿

病症では血渠中で高値を示し,扁桃組織中では著明

な変動なく,特定の関連性を示さなかった。したが

って,これら疾患を全て享とめてみても,血栄中で

特定の傾向を示さず,扁桃組織中でや,低値傾向を

示すのみで,特定の関連性を示さなかった。

すなわち,扁桃病巣感染症と云っても,それぞれ

の疾患により,扁桃組織中においても,また血渠中

においても,その遊離必須アミノ酸分画は概して一

定の方向を持って共に変動しているとは云うもの,,

個々に異った傾向をもち,それらの関連性も個々の

疾患で異っているように考えられた。

II.扁桃誘発テスト成績よりみた肩桃組織中ならび

に血費中遊離必須7ミノ酸分画の変動について

扁桃病巣感染症が疑われた時には,術前に扁桃マ

ッサージによる扁桃誘発テストを行い,扁桶の適応

の一つの指標としているが,ここでは術前にこのテ

ストを行った14例,~すなわち陽性群8例,疑陽性群

6例について,まず扁桃組織中遊維必須アミノ酸分

画の各平均値を一般炎症性扁桃疾患70例の平均値と

対照させて比較検討してみた(Table 3)。

すなわち,陽性群の必須アミノ酸は　Phe.がや、

少ないと云うだけで,他6種は全て低値を示し,必

須アミノ酸7種の総和でも低値を示し,疑陽性群で

はMet.が低値を示す以外は　He.がや、少なく,

Lys.がや,多いのみで,その総和では大きな変動

を示さなかった。

そして,陽性群と疑陽性群を一括して集計した全

14症例の平均値を,一般炎症性扁桃疾患70例のそれ

らと比較検討してみると, He.とMet.が低値を示

し,さらに　Leu., Thr., Val.がや,少なく,そ

の総和でもや、少ない傾向を示していた。

なお,扁桃組織中遊離必須アミノ酸7種のうち,

He.が扁桃誘発テスト成績と平行して低下し,また.

Met.が陽性・疑陽性両群共に低値を示していた。

つぎに,術前・術後血環中遊敵必須アミノ酸分画

を,扁桃誘発テスト陽性群(6例)と疑陽性群(6

例)に分けて,その平均値で示したのがTable 4

で,一般炎症扁桃疾患50例のそれらと対照させて示

mm

Table　3. Individual free essential amino acid levels in tonsils

according to the classification of the provocation test of tonsils

(mg%)

P ro v o ca tio n T est

T o ta l

N = 14 )

T on sils fro m

A ll T y p es

o f T on sillitis
( + ) (± )

N = 8 N = 6 N = 70

Iso le u c ine 1 .8 .±0 .50 2 .04±0 .43 1 .90±0 .48 2 .27±0 .65

L euc in e 4 .03±1.04 4 .63±0 .97 4 .29±1.ll 4 .86±1.5 1

L ysin e 4 .14±1.53 5 .i ±2 .36 4 .87±2.ll 5 .30±2ー33

M eth io n in e 1 .47±0.43 1 .28 ±0 .31 1 .39±0.4 0 1 .69±0.8 1

P h en y la lan in e 2 .43±0.6 6 2 .8 3±0 .81 2 .60±0.7 5 2 .73±0.8 5

T h reo n in e 5 .27±1.5 3 6 .44 ±0 .08 5 .77±l.i 6 .46±2.24

V a lin e 3 .52±0.9 1 4 .3 8±0 .82 3 .89±0 .9 7 4 .39±1.10

T o ta l 2 2 .65 ±6 .ll 27 .4 4±4 .48 24 .70±5 .9 6 27 .68±7.3 5
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そこで.まず術前血弓削こついてみると,陽性群で

は必須アミノ酸の7種全てが低値を示し,とくに

He.とVal.が著明に少なく,必須アミノ酸7種の

総和でも低値を示し,疑陽性群では逆に　Met.と

Thr.を除いて,他5種が高値を示し,その捻和で

も高値を示し,両群を合わせた12例の平均値と一般

炎症性扁桃疾患50例のそれらとの比較では, Met.

がや,少なくなっている以外,大差を認めず,その

紀和でも著変を認めなかった。

なお,術前血費中遊雛必須アミノ酸7種のうち,

扁桃誘発テスト成績と平行して変動するアミノ酸は

認められなかった。

また術前・術後の血境については.陽性群で術後

Leu.と　Met.が減少し,さらにHe., Phe.,Val.

の軽度減少を認め,必須アミノ酸7種の総和ではや

や減少傾向を示し.疑陽性群ではThr.を除く他6

種の必須アミノ酸が術後減少し,その総和でも減少

しており,両群の総計でもThr.を除く他6種の必

須アミノ酸が術後減少し,その総和でも減少してい

た。

以上　扁桃誘発テスト成績による分類では,陽性

群の遊離必須アミノ酸はほぼ一定の傾向を示し,扁

桃組織中ならびに術前血渠中で全て低値を示し,疑

陽性群のそれらは扁桃組織中で一定の傾向を示さず,

全体としても著変を示さず,術前血摸中ではむしろ

多くなっているのが多く,術後は減少し,陽性群と

疑陽性群では異なる傾向を示し,したがって両群の

捻計については一定の傾向を示し得なかった。

III.毒蛾病巣感染症の肩摘効果よりみた扁桃組織中

ならびに血祭中遊離必須アミノ酸分画の変動に

ついて

最後に扁桃病巣感染症の扁摘効果成績による扁桃

組織中ならびに血襲中遊離必須アミノ酸分画の変動

を検討してみた。

すなわち,扁桃摘出による扁桃病巣感染症の治癒,

改善,不変をそれぞれ脚,捕, (」にて表わし,扁桃

組織中遊離必須アミノ酸分画をそれぞれその平均値

で示したのがTable. 5で,一般炎症性扁桃疾患70

例の平均値を併記して比較検討した。

まず扁摘効果㈹群は例)についてみると, Met.

とThr.が低値を示している以外に他5種の必須ア

ミノ醸の変動はなく,必須アミノ醸7種の稔和でも

著変を認めず,扁摘効果(+)群(7例)については,

He., Leu., Lys., Met.が低値を示し, Val.が
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や、少なく,その紀和でも低値を示し,扁摘効果H

秤(3例)については, Lys.を除き必須アミノ酸

6桂が低値を示し,とくにHe.と　Val.が著明に

少なく,その総和でも低値を示していたO.

なお,扁桃組織中遊離必須アミノ酸7種のうち,

一般炎症性扁桃疾患の値を規準にすると,扁摘効果

成績と平行して有意に変動するアミノ酸は認められ

なかったが,扁桃病巣感染性疾患のみについてみる

と, He., Leu., Phe., Val.,またその総和値が,

扁摘効果成績と平行して漸次多くなる傾向を示し,

またMet.が扁摘効果仙および(+)両群で低値を示し,

(」群ではさらに低値を示していた。

つぎに扁摘効果と術前・術後血韓中遊離必須アミ

ノ酸分画との関連性をみたのがTable 6で,やはり

一般炎症性扁桃疾患50例のそれらを併記して示した。

まず術前血策についてみると,扁摘効果㈱群では

Ile‥　Leu., Lys., Phe.が高値を示し, Val.ち

や,多くなっており,必須アミノ酸7種の総和では

高値を示し,扁摘効果用群ではMet.と　Thr.が低

値を示し, He.もや,少なく, Lys.はや,多く,

全体として一定の傾向を示さず,その総和に著変を

認めず,扁摘効果(」群では必須アミノ酸7種が全て

低値を示し,とくにIle‥　Leu., Phe., Val.が著

明に少なく,その総溝口でも低値を示していたO

なお,術前血菜中遊杜必須アミノ酸7種のうち,

一般炎症性扁桃疾患の値を規準にすると, Lys.の

みが扁摘効果成績と平行して有意に多くなっており,

また扁桃病巣感染性疾患のみについてみると,さら

にThr.を除く他5種ならびにその総和値が扁摘効

果成績と平行して多くなる傾向を示していた。

術前・術後血梁の比較では,扁摘効果(佃群は術後

必須アミノ酸仝7種が減少を示し,とくに　Met.の

減少が著明であり,必須アミノ酸7種の総和でも術

後減少を示し,扁摘効果(+)群は術後He., Leu.,

Val.の減少と　Phe.の軽度減少を,またThr.の

増加を示し,その総和では著変を示さず,扁摘効果

(」群は術後Met.の減少を示す以外,他6種は不変

で,その総和でも著変を示さなかった。

以上,扁桃病巣感染症の肩摘効果による分類では,

扁桃組織中の遊離必須アミノ酸の変動は,一般炎症

性扁桃疾患のそれらを規準にしてみると扁摘効果仙

群で少なく,扁摘効果(J群および0群でむしろ著明

で,扁桃病巣感染症と扁桃組織中遊敵必須アミノ酸

分画との関連性は少ないようにみられるが,扁桃病

巣感染性疾患のみについてみると, He., Leu., Phe.
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Table　4. Plasm individual free essential amino acid levels

according to the classification of the provocation test of tonsils

(mg%)

P ro v oc a tio n T e st

T o tal

(N = 12 )

A ll T y p es

o f T o n sillitis

(N = 50 )

( + )

(N = 6 )

( + )

(N = 6 )

Iso l eu cin e    P re-O p . 0 .57 ｱ 0 .12 1 .0 0 ｱ 0 .28 0 .7 8 ｱ 0 .31 0 .8 1 ｱ 0 .22

P ost -O p . 0 .5 2 ｱ 0 .10 0 .81 + 0 .13 0 .6 7 ｱ 0 .19 0 .73 ｱ 0 .19

P re -O p .p o st -O p . 1 .19 ｱ 0 .l l 1 .84 ｱ 0 .49 1 .5 1 + 0 .49 1 .56 ｱ 0 .40

0 .98 ｱ 0 .17 1 .44 + 0 .16 1 .2 1 + 0 .37 1 .36 + 0 .31

L ^ e 蝣 p o stX 2 .54 ｱ 0 .66 3 .81 + 1 .4 1 3 .18 + 1 .27 2 .9 1 + 1 .20

2 .47 + 0 .75 3 .24 + 0 .79 2 .8 6 ｱ 0 .86 2 .58 ｱ 0 .89

M eth io n in e g ^ 0 .3 3 ｱ 0 .45 0 .41 + 0 .08 0 .3 7 + 0 .08 0 .4 2 + 0 .24

0 .2 7 ｱ 0 .06 0 .32 ｱ 0 .08 0 .30 + 0 .67 0 .36 ｱ 0 .15

P h en y la lan in e g ^ 0 .7 2 ｱ 0 .08 0 .95 ｱ 0 .24 0 .84 ｱ 0 .21 0 .84 + 0 .20

0 .6 5 ｱ 0 .08 0 .78 ｱ 0 .14 0 .7 1 + 0 .13 0 .78 ｱ 0 .15

T h reo n in e  ^ 1 .39 + 0 .54 1 .85 + 0 .42 1 .6 2 ｱ 0 .53 1 .74 ｱ 0 .56

1 .3 1 + 0 .14 1 .87 ｱ 0 .74 1 .5 7 + 0 .62 1 .60 ｱ 0 .74

�" *  Z i% . 1 .8 1 ｱ 0 .4 1 3 .03 + 0 .76 2 .4 2 ｱ 0 .86 2 .49 ｱ 0 .60

1 .6 1 + 0 .42 2 .59 ｱ 0 .37 2 .10 ｱ 0 .63 2 .33 ｱ 0 .55

T n ta l   P re-O p .1 o ta l   p o st-O p . 8 .5 2 + 1 .15 12 .90 + 3 .14 10 .7 1 + 3 .22 10 .76 + 2 .65

7 .8 1 + 1 .22 ll .00 ｱ 1 .63 9 .4 0 ｱ 2 .15 9 .73 ｱ 2 .12

Table　5. Individual free essential amino acid levels in tonsils

according to the classification of tonsillectomy effects

(mg%)

T on sillectom y E ffe cts

T o ta l

(N = 15 )

T o n sils fro m

A ll T y p es

o f T o nsillitis
( + + ) (+ ) (- )

(N = 5 ) (N = 7 ) (N = 3 ) (N = 70 )

Iso le u cine 2 .0 5 ｱ 0 .47 1 .89 ｱ 0 .48 1 .57 ｱ 0 .27 1 .8 8 + 0 .47 2 .27 ｱ 0 .65

L eu c ine 4 .6 6 + 1 .10 4 .16 + 1 .01 3 .7 2 ｱ 0 .95 4 .2 4 ｱ 1 .09 4 .86 + 1 .51

L y sine 5 .30 ｱ 2 .35 4 .57 ｱ 1 .47 4 .84 ｱ 2 .45 4 .8 7 ｱ 2 .04 5 .30 ｱ 2 .33

M eth i o n in e 1 .4 3 + 0 .40 1 .46 ｱ 0 .36 1 .ll + 0 .30 1 .3 8 ｱ 0 .38 1 .69 + 0 .81

P h e n y lal an in e 2 .80 + 0 .82 2 .48 + 0 .51 2 .3 3 + 0 .95 2 .5 6 + 0 .75 2 .73 ｱ 0 .85

T h re o n in e 5 .2 3 ｱ 0 .82 5 .8 6ｱ 2 .33 5 .6 3 ｱ 2 .04 5 .6 1 + 1 .91 6 .46 + 2 .24

V a line 4 .0 6 ｱ 0 .89 3 .9 1 + 1 .05 3 .l l + 0 .64 3 .8 0 ｱ 0 .99 4 .39 + 1 .10

T o ta l 25 .5 3 ｱ 6 .36 24 .34 ｱ 5 .84 2 2 .3 1 ｱ 4 .71 24 .3 3 ｱ 5 .93 2 7 .68 ｱ 7 .35



扁桃病巣感染症における遊離必須ア主ノ酸分画

Table　6. Plasma individual free essential amino acid levels

according to the classification of tonsillectomy effects

(mg%)
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T onsillectom y Effects

T otal

(N = 13)

A ll T ypes

of T onsillitis

(N = 50)

(++ )

(N = 4 )

(+ )

(N = 6 )

(- )

(N = 3 )

   P re-O p.
Isoleucine p ost.(5p

0 .93ｱ 0 .37 0.73ｱ 0 .26 0 .59+ 0 .16 0.76ｱ 0 .31 0 .81+ 0.22

0 .71+ 0 .22 0.62ｱ 0 .19 0 .60ｱ 0 .16 0.64ｱ 0 .20 0 .73ｱ 0.19

T ・  P re-O p.Leucine p ost-O p. 1.76ｱ 0 .56 1.46ｱ 0 .41 1.ll+ 0 .20 1.47+ 0 .49 1.56ｱ 0 .40

1.27 + 0 .30 1.16ｱ 0 .25 1.ll+ 0 .23 1.18+ 0.29 1.36+ 0 .31

Lv- e f - X 3.39ｱ 1.73 3 .20ｱ 0.74 2.33ｱ 1.19 3 .06+ 1.30 2.91+ 1.20

2.50 + 0 .93 3 .16+ 0.60 2.51ｱ 0 .86 2 .81ｱ 0.84 2.58ｱ 0 .89

M ethionine p {̂ % 0.40ｱ 0 .10 0 .36ｱ 0.07 0.30+ 0 .04 0 .36ｱ 0.08 0.42ｱ 0 .24

0.28+ 0 .06 0 .33ｱ 0.08 0.26ｱ 0 .03 0 .29ｱ 0.07 0.36+ 0 .15

Phenylalanine p JĴ p 0 .95ｱ 0 .27 0 .82ｱ 0 .13 0 .61+ 0 .12 0 .81ｱ 0 .22 0.84ｱ 0 .20

0 .71+ 0 .16 0 .73 + 0 .ll 0.62ｱ 0.09 0 .70+ 0 .13 0 .78ｱ 0 .15

   Pre-O p .
T hreonine J,- o p.

1.86ｱ 0.44 1.36ｱ 0 .56 1.50ｱ 0.47 1.55ｱ 0 .55 1.74ｱ 0 .56

1.45ｱ 0.32 1.6Q ｱ 0 .80 1.37ｱ 0.52 1.50 ｱ 0 .63 1.60ｱ 0.74

�" - ?oest-opp. 2 .76ｱ 0.74 2.32ｱ 0 .97 1.75ｱ 0.48 2.33ｱ 0 .89 2 .49+ 0.60

2 .16ｱ 0.52 2.02ｱ 0 .76 1.84+ 0.58 2.02ｱ 0 .66 2 .33+ 0.55

T otal  Pre-O p.p ost -O p. 12.08ｱ 3 .85 10.25ｱ 2.69 8 .18ｱ 2 .47 10 .33ｱ 3 .36 10 .76ｱ 2 .65

9 .06+ 2 .15 9.61ｱ 2.34 8 .31+ 1.92 9 .14+ 2.25 9 .73+ 2 .12

Val.が扁摘効果成績と平行して変動しており,そ

の関連性わ深さが推察された。

また,血菜中遊敵必須アミノ酸分画との関連性に

ついては,扁摘効果両群で必須アミノ酸はその総和

で高値を示し,術後は減少し,扁摘効果(+)群では一

定の傾向を示さず,術後も一定の傾向を示さず,扁

摘効果(」群では必須アミノ酸7種が全て低値を示し,

術後は不変であり,また個々にみると　Thr.を除く

必須アミノ酸6種が扁摘効果成績と平行して変動し

ており,扁桃病巣感染症と術前血環中遊離必須アミ

ノ酸とが強く関連していると考えられた。

ま　と　め

扁桃病巣感染症の成立機序について検討するため,

扁桃組織中ならびに術前・術後血嚢中遊離必須アミ

ノ酸7種を分析測定し,つぎの結論を得た。

1 )遊雛必須アミノ酸7種は各扁桃病巣感染性疾患

の扁桃組織中ならびに術前血嚢中にて,概して全

て一定の方向に動く傾向を示し,赤沈Ljt進症,悼

性腎炎,微熱で扁桃組織中ならびに血環中にて共

に低値を示し,リュウマチ様関節炎では扁桃組織

中にて高値を,血環中にて低値を示し,掌糖膿病

症では血奨中にて高値を示し,扁桃組織中にて著

変を示さなかった。

2)扁桃誘発テストとの関連性では,陽性群にて扁

桃組織中ならびに術前血韓中共に全て低値の傾向

を示し,疑陽性群では術前血嚢中で高値の傾向を

示し,扁桃組織中で著変を示さなかった。

3)扁摘効果との関連性では,術前血菜中のそれら

は扁摘効果㈱群で高値を示し, (+)群で一定の傾向

を示さず, (」群で低値を示し,その関連性を認め,

扁桃組織中のそれらは,一般炎症性扁桃疾患を規

準にすると,扁摘効果㈱群でその変動は少なく,

(+)群および蝣(-)群でむしろ著明であった。

4 )扁桃組織中ならびに血襲中遊離必須アミノ酸7

種のうち,扁桃病巣感染性疾患で共通して変動す

るアミノ酸はなかったが,扁桃誘発テストとの関

連性では,扁桃組織中He.がその成績と平行し,

またMet.が陽性・疑陽性両群で共に低値を示し,

扁摘効果との関連性では,扁桃組織中のHe.,
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Leu., Phe., Val.が,そして血賛中のHe.,

Leu., Lys., Met., Phe., Val.がその成績と

平行して変動していた。

本論文の要旨の一部は,第16回日本扁桃研究全癒

会ならびに第7回日本耳鼻咽喉科学会沖縄県地方部

全学術講演会にて発表した。
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An Investigation of the Alterations of Tonsil and
Plasma Individual Free Essential Amino Acid

Levels in Tonsillogenic Focal Diseases

Yutaka NODA, Ken-ichi KURITA, Masahiro KOJA,

Yoshitaka ARAKAKI, Shigemitsu MATAYOSHI, and Tomohiro GENKA
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Takashi AKAMATSU
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Osamu OHSHIRO

Department of Otorhinolaryngology, Okinawa Prefectural Nago Hospital

In order to evaluate the mechanism of tonsillogenic focal diseases, the seven different individual
free essential amino acid levels (Isoleucine, Leucine, Lysine, Methionine, Phenylalanine, Threonine,
and Valine) were analysed for the tonsils and for the pre- and post-operative plasma in tonsillogenic
focal diseases and general inflammatory tonsilar diseases by the column chromatographic method
with automatic amino acid analyser (JLC-6AH), and the following results were obtained.

1) The levels of seven individual free essential amino acids were altered unitarily with a same tenden-

cy in the tonsils and the pre-operative plasma for individual tonsillogenic focal diseases, and,
depleted in the tonsils and the pre-operative plasma for accelerated blood sedimentation rate,

•Echronic nephritis and slight fever, and elevated in the tonsils and depleted in the pre-operative
plasma for rheumatoid arthritis, also elevated in the pre-operative plasma and unchanged in the
tonsils for Pustulosis palmaris et plantaris.

2) In relation with the provocation test for tonsils, all the levels of individual free essential amino

acids were depleted in the tonsils and the pre-operative plasma on the positive group, and tend to
elevate in the pre-operative plasma and unchanged in the tonsils on the false positive group.

3) In relation with the tonsillectomy effects for tonsillogenic focal diseases, many of the plasma
individual free essential amino acid levels were elevated on the tonsillectomy effective group,
uncertained on the moderate effective group and depleted on the uneffective group, thus correlat-
ing was recognized. Meanwhile, in comparison with the levels in the tonsils standardized with
general inflammatory tonsilar diseases, many of the tonsil individual free essential amino acid
levels were less altered on the tonsillectomy effective group, and prominently altered on the
moderate effective and uneffective groups.

4) For seven individual free essential amino acids in the tonsils and the pre-operative plasma, no co-
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altered amino acid were found in the tonsillogenic focal diseases, however, in relation with the

provocation test for tons止s, Isoleucine was altered in the tonsils in parallel with the results and

Methionine was depleted in the tonsils on the positive and false positive groups, and, in relation

with the tonsillectomy effects, Isoleucine, Leucine, Phenylalanine and Valine in the tonsils, and

Isoleucine, Leucine, Lysine, Methionine, Phenylalanine and Valine in the pre-operative plasma,

were altered in parallel with their effectiveness.


